
窯業屋根、住宅屋根用化粧スレート、波形スレート等の塗替え用

■ 脆弱塗膜、発錆部位はワイヤブラシ等で除去する。
■ ごみ、ほこり、汚れ、かび、藻類等の付物は取り除く。
　 （10MPa程度の高圧水洗推奨。高圧水洗できない場合は、ホースで水を流しながら金属ワイヤブラシ等を用いて入念に清掃する。）
■ 油分が付着している場合は脱脂処理を行う。
■ 水洗後は十分に乾燥させる。
■ 下地の劣化が進んでいる場合、必要であれば屋根材自体の張替え・補修を行う。
■ 健全な塗膜は、目粗しを行う。

■ ごみ、ほこり、汚れ、かび、藻類等の付着物は取り除く。
　 （10MPa程度の高圧水洗推奨。高圧水洗できない場合は、ホースで水を流しながらワイヤブラシ等を用いて入念に清掃する。）
■ 水洗後は十分に乾燥させる。
■ 旧塗膜がある場合、脆弱な塗膜を入念に取り除く。下地の劣化が進んでいる場合、必要であれば屋根材自体の張替え・補修を行う。
■ 健全な塗膜は、目粗しを行う。

＊ 被塗物の形状や、塗装方法によって使用量は増減することがあります。
※ 下地の吸い込みが著しい場合は、下塗の塗回数を増やしてください。（被塗面がうっすら濡れ色になるまで）

浸透性マイルドエポシーラー
※ 6

より高い防錆力を要求される場合はタッチアップ及び下塗に「シントーハヤブサエポプライマー」をご使用ください。

鋼板屋根、トタン屋根、棟板金　塗替え

住宅化粧スレート屋根、波形スレート屋根　塗替え



■調合
1. 塗料開缶は原則として使用する直前に行い、開缶したものはその日のうちに
使用するように心がけてください。（マイルドシリコンルーフは空気中の水分
と反応して塗膜を形成します。開缶後はできるだけ早く使い切るようにしてく
ださい。反応してゲル化することがあります。）

2. 開缶後は放置せず、直ちに密栓するようにしてください。
3. 塗料を使用する前に電動撹拌機等を用いて十分攪拌を行い均一な状態にし
てください。

4. 下塗りに２液形を用いる際は、必ず主剤・硬化剤の比率を守り計量混合して
ください。正しい比率でない場合、硬化不良などの不具合の原因となります。

5. 混合後は直ちに塗装してください。混合後、使用可能時間を過ぎた塗料を使
用すると塗膜性能低下の可能性がありますので、規定時間内に使用してくだ
さい。

6. 他品種、他品名の塗料との混合は厳禁です。
7. 希釈剤は弊社指定の希釈剤を使用し、希釈量は規定量内で撹拌機を用いて
十分に撹拌してご使用ください。

8. 希釈割合や使用量は塗装方法、施工方法、施工条件によって異なります。事前
に試し塗をして確認してください。

■塗装
1. 水洗時は、上から下へ水を流して洗浄してください。下方向から行うと、水が屋
根材裏面に回り乾燥に時間が要します。

2. 水洗後は十分に乾燥させて、1日以上あけてから塗装を行ってください。
3. 塗装場所の気温が５℃以下、湿度８５％以上および換気が不十分でなく結露
が考えられる場合は塗装を避けてください。

4. 強風時や降雨、降雪が予想される場合は、塗装を避けてください。
5. 被塗面温度が高温の場合は、塗装を避けてください。作業性不良、仕上がり不
具合のおそれがあります。

6. 昼夜の温度差が大きい時期は、結露による艶引け等の不具合を発生するおそ
れがあるため、塗装作業は午前１０時から午後３時頃までの間で行ってくださ
い。

7. パッキンやゴム、プラスチック等の可塑剤を含むものと接触する部位への塗
装は避けてください。可塑剤移行による塗膜の汚染、剥離、割れ等の不具合を
生じる場合があります。

8. 平板スレート屋根材張り合わせ部は隙間（雨水の逃げ道）があることを確認し
てください。屋根材が密着している場合は皮すき、スクレーパー等で縁切りを
行ってください。

9. 屋根材形状で凸部になっている箇所や、金属屋根材の継ぎ目、はぜ部などは
膜が薄くなりやすいため先行塗りをし、乾燥後に全面塗装を行ってください。

10. 積雪の荷重が最も受けやすい軒先の部分、瓦棒の凸部には擦り付けるように
増し塗りを行うと、より長持ちします。

11. 新しい金属光沢のあるトタン板への塗装は、６ヶ月以上暴露して金属光沢が
減少してから塗装してください。または、表面を脱脂して下塗りにガルバロック
#300（２液形変性エポキシ樹脂塗料）を用いて塗装をしてください。

12. 金属屋根材の発錆がかなり進行している場合は、下塗りにシントーハヤブサ
エポプライマー（２液形変性エポキシ樹脂塗料）を用いて塗装してください。

13. 塩ビ被膜鋼板への塗装は避けてください。また焼き付けふっ素鋼板への塗装
は別途ご相談ください。

14. 旧塗膜が活膜（艶がある状態）の場合は、サンドペーパー等で目粗しをしてく
ださい。

15. 旧塗膜の種類や劣化状態によっては、溶剤等の影響により旧塗膜をおかし、
ちぢみ、再溶解等の異常が発生することがありますので、試し塗り等でご確認
の上、本施工を行ってください。

16. 塗装工程は、既定の塗装間隔を守って、十分に乾燥させてから塗り重ねてく
ださい。

17. ローラー塗装の場合、ローラー目を同一方向に揃えるように仕上げてくださ
い。ローラー目により色相、艶感が異なってみえることがあります。

18. はけとローラーによる塗装方法によって、仕上がり感（色相、肌感）に差が出る
場合があります。はけ塗り部分は希釈を少なくして塗装してください。

19. きず、汚れなどにより補修塗りが必要な場合があります。使用塗料の控えを
取り置き、同一塗料ロット、同一塗装方法で、必要最低限の範囲で塗装してく
ださい。

20. 弱溶剤形の塗料ですので、換気口、空気取入れ口などから揮発した溶剤が室
内に入り込まない様に適切な処置をしてください。

21. 塗装による臭気で、近隣に迷惑をかける場合がありますので、十分に配慮し
てください。

22. 飛散防止の対策、養生を行ってください。
23. 塗装中および塗料の取り扱いには必要な保護具 (帽子、ヘルメット、保護め
がね、マスク、手袋など)を使用し、身体に付着しないよう注意してください。

24. 吸入に関する危険物有害性の表示がある塗料を塗装する場合は、局所排気
装置などを設置し、作業時には有機ガス用の防毒マスクやエアラインマスク
などを着用して作業を行ってください。

25. 塗装器具の洗浄にはラッカーシンナーをご使用ください。
■緊急時の対応
1. 目に入ったときには、多量の水で洗い、できるだけ早く医師の診察を受けてく
ださい。

2. 皮膚に付着したときには、多量の石けん水で洗い落とし、痛みまたは外観に変
化があるときは、出来るだけ早く医師の診察を受けてください。

3. 蒸気、ガス等を吸入した場合には、できるだけ早く医師の診察を受けてくださ
い。

4. 飲み込んだ場合には、できるだけ早く医師の診察を受けてください。
5. 容器からこぼれた場合は布でふき取り、その布は水に浸した状態で容器に保
管してください。

6. 火災時には炭酸ガス、泡または粉末消火器を用いてください。
■廃棄
1. 使用済みの塗料缶や塗料が付着したウエスや残塗料を廃棄する場合は、関連
法規に従って産業廃棄物として廃棄してください。（河川や土壌等、環境汚染
になる場所へ廃棄しないでください。）

■保管
1. 残塗料は密封して冷暗所に保管してください。
2. 子供の手の届かない場所に保管してください。
3. 塗料の保管は関連法規を遵守してください。
4. 容器はつり上げないでください。

※ 安全に関する詳細な内容については、安全データシート(SDS)を参照してください。
※ 必ず各塗料の個別カタログに記載している注意事項をご確認ください。
※ ご不明な点に関しましては、弊社問い合わせ先までご連絡願います。

各標準色の色相につきましては「トタンルーフィングシリーズ　ポケット色見本帳」を御参照願います。

色 相

標準色（10色）
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有機系調色
無機系調色
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